
医薬品合成化学Ⅱ 

責任者・コーディネーター  有機合成化学講座 河野 富一 教授 

担当講座・学科(分野) 有機合成化学講座  

対 象 学 年  3  

区分・時間数 講義 22.5 時間  期 間  後期  

単 位 数 2 単位  

・学習方針（講義概要等） 

 生命科学の急速な発展によって生体機能が明らかとなり、医薬品の作用の発現は生体分子と有機分

子の相互作用に基づいて理解されるようになった。創薬研究に有機合成化学が果たす役割は大きく、

新しい薬の設計合成にあたっては生体分子との相互作用を有機化学的に理解することが重要である。

実際の医薬品に含まれるコアとなる化学構造を生体分子との相互作用の観点から解説し、薬理学、薬

剤治療学、医療薬学の講義の有機化学的基礎を確立するとともに、主要な医薬品の製造方法および確

認試験法を講義する。 

・一般目標（GIO） 

 生体分子の機能を理解するために、生体分子の基本構造とその化学的性質に関する基本的知識を修

得する。医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解するために、医薬品に含まれる代表的な構造とそ

の性質に関する基本的知識を修得する。ついで、主要な医薬品の合成方法を学ぶ。 

・到達目標（SBO） 

1. 生体内の代表的複素環化合物を列挙し、構造式を書くことができる。 

2. いくつかの生体分子を模倣した医薬品を列挙し、それらの化学構造を比較できる。 

3. 生体分子を反応する医薬品の例を挙げて作用機序を説明できる。 

4. 医薬品に含まれる代表的な複素環化合物を指摘し、繁用される根拠を説明できる。 

5.   代表的芳香族複素環の芳香族性、反応性および配向性について説明できる。 

6.   代表的な医薬品のコア構造（ファーマコフォア）を指摘し、分類できる。 

7.   生体高分子と非共有結合的および共有結合で相互作用しうる官能基を列挙できる。 

8.   代表的酵素の基質結合部位が有する構造上の特徴について具体例を挙げて説明できる。 

・講義日程                                                                                  （矢）東 103 1-C 講義室 

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

9/4 木 2 有機合成化学講座 河野 富一 教授 生体分子の化学構造と機能Ⅰ 

9/11 木 2 有機合成化学講座 河野 富一 教授 生体分子の化学構造と機能Ⅱ 

9/18 木 2 有機合成化学講座 辻原 哲也 助教 生体内で機能する複素環化合物 

9/25 木 2 有機合成化学講座 辻原 哲也 助教 医薬品に含まれる複素環化合物の性質 

10/2 木 2 有機合成化学講座 辻原 哲也 助教 複素環化合物の化学反応Ⅰ 

10/9 木 2 有機合成化学講座 辻原 哲也 助教 複素環化合物の化学反応Ⅱ 



月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

10/23 木 2 有機合成化学講座 辻原 哲也 助教 複素環化合物の化学反応Ⅲ 

10/30 木 2 有機合成化学講座 辻原 哲也 助教 医薬品のコア構造とパーツ 

11/6 木 2 有機合成化学講座 辻原 哲也 助教 生体分子を模倣した医薬品 

11/13 木 2 有機合成化学講座 辻原 哲也 助教 生体内分子と反応する医薬品 

11/20 木 2 有機合成化学講座 辻原 哲也 助教 代表的な医薬品の合成法Ⅰ 

11/27 木 2 有機合成化学講座 辻原 哲也 助教 代表的な医薬品の合成法Ⅱ 

12/4 木 2 有機合成化学講座 辻原 哲也 助教 代表的な医薬品の合成法Ⅲ 

12/11 木 2 有機合成化学講座 辻原 哲也 助教 代表的な医薬品の合成法Ⅳ 

12/18 木 2 有機合成化学講座 辻原 哲也 助教 代表的な医薬品の合成法Ⅴ 

・教科書・参考書等（教：教科書   参：参考書   推：推薦図書） 

 
書籍名 著者名 発行所 発行年 

教 

スタンダード薬学シリーズ３

「化学系薬学Ⅱ．ターゲット

分子の合成と生体分子・医薬

品の化学」  

日本薬学会 編 
東京化学同人          

（定価 3,888 円） 
2005 

参 
スタンダード薬学シリーズ８

「医薬品の開発と生産」  
日本薬学会 編 

東京化学同人          

（定価 3,400 円） 
2005 

参 
ベーシック薬学教科書シリー

ズ６ 「創薬科学・医薬化学」  
橘高 敦史 編 

化学同人             

（定価 4,700 円） 
2007 

・成績評価方法 

 定期試験（約 80％）、レポートおよび演習（約 20％）をもとに総合的に評価する。  

・予習復習のポイント 

 予習は特に必要ありません。そのかわり、復習を必ず行ってください。詳細な復習の方法は初回講

義時に指示します。  

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

講義  パソコン 1  スライド投影のため  

  


